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2006 年 6 月には南岳東斜面の昭和火口が 58 年ぶりに噴火し、その後もしばしば噴火活動が
見られ、2008 年 2 月には火砕流の発生が観測された。こういった状況からより正確な火山噴
火予知が求められており、構造探査の成果への期待は大きなものとなっている。 
 図 2は地震計設置点と発破点の位置を示したものである。桜島、姶良カルデラ（鹿児島湾）
を中心としたエリアに地震計約 650 台、海底地震計 32 台（投入・回収には桜島フェリーとク
レーン付き漁船を 6日間借り上げた）が計画的に配置された。発破点は 15 箇所設けられ、爆
薬量が 20kg もしくは 200～300kg と規模が分けられる。これらの発破点において正確な時間
管理の下に順次発破を行い、各観測点で到達する地震動が記録された。 














































図 2 観測点・ショット点全体配置 
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写真 1 茂みを行く 





































どには感じなかった。この日は岩山の設置に時間を要し、予定していた 8 点のうち 6 点と、
前日設置できなかった 2点のうちの 1点しか終えることができなかった。 
以上のように作業の過酷さを強調して書いたが、フィールドワークの真髄を実感できた出
張であった。 
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写真 3 地獄河原と黒神集落 
写真 4 地震計設置風景 
観測班 山崎 
 今回、私は事前設置と探査本番の 2 回、桜島に出張した。前年まで 2 年間桜島観測所でお
世話になっており多少持ち合わせている土地勘を期待されてのことだと思う。構造探査は私
が桜島で経験する観測では最も大きな規模のプロジェクトであった。現場作業中はそれほど
の規模をあまり感じていなかったが、発破の夜にショット点で地震波形をモニターしていて
はるか 20km 離れた湾外にある別のショット点からの地震波形が見られたときに、これはすご
いことだとの印象が残った。 
今回の観測は、悪天候の中での藪こぎや、ひっ迫したスケジュールでの作業などの理由か
らかなり骨の折れる内容であった。そんな中、班をリードする状況にあって自分で何らかの
判断をするということは非常に難しいことがわかった。具体的には、時間的な制約がある中
での作業のペース配分であるとか、また設置予定点にたどりつけない場合にどの時点で妥協
するかといったことなどである。発破後、観測点回収時にも不測の事態はあって、これらは
今から思い返せばもう少し要領よくできたのではと残念に思える。それまでは基本的に人の
あとにくっついて仕事をしていることが多く、随分楽をしていたものだと痛感した。構造探
査に限らず今後の業務の反省にしたい。 
 
 
機器運転班 市川 
 以前から聞いていた、桜島東部に広がる
地獄河原を今回の行動で初めて見ること
が出来、自然のなせる業に畏敬した。地獄
河原は昭和火口からの溶岩流によって出
来た溶岩原であったはずだが、今は昭和火
口やその周辺の谷々からの土石流によっ
て、火山灰の堆積した荒涼たる平原となっ
ていた。その姿は衛星写真からも見てとれ
る。近くの黒神の集落を始め海岸域にある
集落は小高い堤防によってこれらの土石
流から守られていた。盛んに爆発する昭和
火口から黒神の集落までの距離は四キロ
弱との事、住むには他の土地もあろうかと
も思うのだが、御岳と共にこれまで生活を
して来た集落の人々の執念か、この島に住
み続けることに人間の性なるものを感じ
た、今回はそんな出張でもあった。 
 
 
 
 
